
 

 

 

 

 

 

 

 

【各種お知らせ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

農薬管理使用アドバイザーになりませんか？  

県では、農薬の適正管理・安全使用に関して一定の知識を有する方を「農薬管理使用アドバイザー」とし

て認定しています。農薬について正しい知識を学び、正しく安全な使用方法を広めませんか？  

養成研修が下記のとおり開催されますので是非ご参加ください。 

                             ※詳細は添付資料をご確認ください。 

申込期限：11 月 22 日 

e-mail：CE0017@pref.iwate.jp 

ホームページはこちら➡ 
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◇中部農業改良普及センター 

 TEL：0197-68-4464 

◇西和賀普及サブセンター 

 TEL：0197-82-3125 

◇遠野普及サブセンター 

 TEL：0198-62-9937 

 八面六臂の大活躍！！ 西和賀町 佐々木政則さん 

県内有数のりんどうの産地である西和賀町より、佐々木政則さんを紹介します。 

佐々木さんは、ご両親とともに水稲やりんどう、わらびを中心に営農し

ています。穏やかな人柄から地域の担い手として頼りにされており、西和

賀町の農地利用最適化推進委員、ＪＡいわて花巻青年部の西和賀地域青年

部長のほか冬期間は除雪のオペレーターとして活躍しています。 

農村青年クラブ活動では令和 3 年から県連副会長をつとめ、10 月 30 日

には、仙台で行われた「第 54 回東北農村青年会議宮城大会」において、

県を代表し意見発表を行ってきたところです。 

家族の協力を得ながら、八面六臂（はちめんろっぴ）の大活躍！です。これからも活躍が期待されます。 

令和７年産「銀河のしずく」作付経営体を募集中！  

県オリジナル品種「銀河のしずく」は、全国トップクラスの品質・食味の実現に向け、ブランド

確立に向けた取組を展開し、計画的な生産と安定的な需要の確保に取り組んでいます。 

現在、作付経営体を募集中です！ 申込期限：令和６年 12 月 13 日 

※詳細は県または各市町村のホームページをご覧ください。 

 
後継者育成をテーマとした事例研修・情報交換会が開催されます  

「令和６年度県南地域集落営農法人情報交換会」が下記のとおり開催されます。県内外の農業法人経営者

による講演・事例報告のほか、後継者育成について参加者間で情報交換を行います。 

【日時】令和６年 12 月 18 日（水）13：30～16：30 【場所】プラザイン水沢 

※詳細は添付資料をご確認ください。 申込期限：11 月 28 日 

第１回 令和7年1月16日 花巻市文化会館

第２回 令和7年1月22日 岩手産業文化センターアピオ



 

 
 「農業普及活動高度化発表会」にて事例発表を行いました！  

 ９月 25～26 日、全国の優れた普及活動手法を共有することを目

的に、「第 12 回農業普及活動高度化発表会」が東京都で開催され、

全国 47 都道府県から 48 事例の発表が行われました。 

本県からは、当センターの佐藤拓也農業普及員が、令和 3～5 年

にかけて管内の種子生産者の皆様や関係機関・団体と行ってきた

「県産小麦を支える種子生産体制の強化」の取組と成果について、

県を代表して発表してきました。 

（佐藤普及員からのコメント） 

前任者らが取り組んできた活動の発表ということで、難しさもあり

ましたが、産地の皆様がご尽力されてきたことを、代表して発表いた

しました。引き続き、需要に応じた小麦種子の生産・供給に向けて、

生産者の皆様と連携してまいります。 

小麦生産者とのほ場巡回 

 県南地域ピーマン相互視察研修会を開催しました  

（普及現地情報より抜粋） 

9 月 19 日に遠野市内で、県南広域振興局主催のピーマン相互視察研修会が開催され、遠野普及サブセ

ンターも開催を支援しました。今年度は県南地域で 2 回開催され、2 回目となる今回は遠野市内の露地

多収事例や先進事例の現場を、県南地域の生産者など約 40 名が視察しました。 

 はじめに露地多収圃場では、150cm を超える草丈でも管理の徹底により草勢を維持し、単収 10t/10a

を実現している生産者の話をうかがいました。次に、先進事例として環境保全型農業の 1 つである化学

肥料低減実証圃場では、指定混合肥料（ペレット堆肥と化成肥料を混合）を使った栽培が、化成肥料の

生育や収量と差がないことや、肥効期間が化成肥料とあまり変わらないことなどを確認しました。 

 出席した生産者からは「露地ピーマンで単収 10t

はすごい」などの声があったほか、園主からは「ピ

ーマン作りで大事なのは愛情を注ぐこと」とのコメ

ントもいただきました。 

 遠野普及サブセンターでは、ピーマンのさらなる

産地力の強化に向け、今後も地域と連携して支援し

ていきます。 

普及現地情報は「いわてアグリベンチャーネット」にも掲載しています。 

過去の記事も閲覧できますので、是非ご確認ください。➡ 


